
高水準消毒薬は、繰り返し使用する間に徐々に濃度低下してい
きます。使用回数・経時変化・使用環境により一定の変化では
ないため毎回実用下限濃度を測定しなければなりません。
その点OED-1000S Plusは、毎回新鮮なオゾン水を生成(ワン
ショット)・リアルタイム自動濃度測定するため使用回数による
消毒効果の変化がないことがとても便利で安心です。

―OED-1000S Plusのご使用感を教えてください

お問い合わせ先 株式会社IHI物流産業システム

01 医療施設

オゾン水内視鏡洗浄消毒機
OED-1000S Plus：2020年設置。

福島県本宮市のよしだ内科様は、平成11年11月1日に開業。
「苦痛のない内視鏡検査」を目指して様々な工夫を実施しています。
例えば、内視鏡室を2か所用意して、患者さんのプライバシーの保護
に努めています。また、ゆったりと検査をお受けいただけるよう、「安心と
安全」に細心の注意を払って内視鏡検査を実施しています。
そのような取り組みを心掛けている吉田幹男院長とスタッフの方にお話
を伺いました。

以前使用していた高水準消毒薬の廃液処理は、排水基準があ
るためそのまま排水できませんでした。そのため、中和剤の使用、
ph測定等廃棄に多くの手間がかかっていました。その点に関して
現在使用しているOED-1000S Plusは、面倒な排水処理は
もちろん、フィルター交換等もないので、全くストレスがありません。

―導入の経緯を教えてください

販売店の紹介でOED-1000S Plusを知りました。
以前は、高水準消毒薬を用いる機器を使用していました。
オゾン水は、高水準消毒薬よりコストを抑えて、環境に配慮して
います。また、エビデンスも示されていて、最新のガイドラインに
明記されていること、そして、安心安全の検査をしたいと考え
OEＤ-1000S Plusを採用しました。

【ユーザーレポート ： よしだ内科 様 】
〒969-1168 福島県本宮市本宮字一ッ屋1-1

オゾン水内視鏡洗浄消毒機OED-1000S Plus

―OED-1000S Plusのご使用感を
スタッフの方に伺いました。

インタビューに回答いただいた
院長 吉田幹男氏

よしだ内科様 外観

※よしだ内科様
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